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2024年4月1日 
学 校 長 様 
所 属 長 様 
学校図書館関係教職員様 

公益社団法人 日本図書館協会  
理事長 植松 貞夫 

日本図書館協会  学校図書館部会 
部会長 甫仮 久美子 

 
時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
さて、日本図書館協会・学校図書館部会では第52回夏季研究集会(東京大会)を下記のとおり
開催いたします。 
つきましてはご多用の折とは存じますが、貴職下職員の参加につきまして、特段のご高配を賜
りますよう宜しくお願い申し上げます。 
 

記 
 
開催日：2024年8月4日(日)～5日(月)  
 
会 場：日本図書館協会2階研修室 

〒104-0033 東京都中央区新川1-11-14 
電話 03-3523-0811 

 
主 催：公益社団法人 日本図書館協会 

   
後 援：東京都教育委員会（申請中） 
        中央区教育委員会（申請中） 
     
参加申込：会場またはWeb参加から選択し、参加申込フォームから申し込んで下さい。 
 
     

  
《問い合わせ先》 
  神奈川県立平塚江南高校 図書館 甫仮

ほかり
 久美子 

    〒254-0063 
 神奈川県平塚市諏訪町5-1 
電話 0463（31）2066 (代) 
 

日本図書館協会 学校図書館部会 
第52回夏季研究集会東京大会のご案内 
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日本図書館協会 学校図書館部会 
第52回夏季研究集会東京大会開催要項 

 
 

1．主 題  読書と学校図書館、何をどうとりくむか 
 

２．趣 旨  
 2022年度に実施されたOECD国際学力到達度調査（PISA）において、日本の子どもの読解力が前回2018年調
査の15位から3位に上昇したことが報じられた。子どもの読書の実態はどうなっているのだろうか。 
今回の研究集会では、子どもの読書と学校図書館について多様な視点で考えたい。「若者の読書離れ」について、GIGA
スクール構想や探究学習の推進における読書のあり方、読書活動推進事業における学校図書館づくり、マンガは読書
なのか、など。特にGIGAスクール時代を迎えて、学校図書館のあり方が問われている状況がある。子どもの読書と
いう視点から、学校図書館について考えましょう。 
 

３．日程 
第１日 8月4日（日） 会場：日本図書館協会2階研修室 
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第２日 8月5日（月） 会場：日本図書館協会2階研修室 
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なお、今年も会場開催とWeb参加（ZOOMで配信予定）の2つの方法を併用して開催します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※報告集での個人情報の掲載に関して 

 夏季研究集会終了後に発行される報告集に、個人名、所属、発言などが掲載されることがありますので、ご了承

ください。これらにつき、不掲載を希望される場合は、お手数ですが、大会事務局までご連絡ください。 
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４．内容 
 
（１）部会報告  学校図書館をめぐる状況      図書館年鑑編集委員 堀岡 秀清 氏 
文部科学省の動向、部会の取り組み等。 
 
（２）講演  中高生の読書の実態 各種調査と「よく読まれている本」からわかること 
                               ライター 飯田 一史 氏 
「若者の本離れ」と言われるが、進行しているのは雑誌離れのみで、書籍の読書量や不読率は小中高生いずれ
も悪化傾向にはない。しかし、学校読書調査を見ればすぐ確認できるこのような基本的な事実でさえ、無視・無
知がまかり通っている。また、中高生が好きな本に関しても、読みもせず批判する大人が多く、中高生はなぜ・
どこが好きなのかが内容に即して検討されることが少ない。思い込みを排し、子ども・若者の読書に関する各
種調査データとよく読まれている本からわかる実態と課題を論じる。 
［講師紹介］  
出版社勤務を経てライターとして独立。著書に『「若者の読書離れ」というウソ』『いま、子どもの本が売れる
理由』『ウェブ小説30年史』『ライトノベル・クロニクル2010-2021』『マンガ雑誌は死んだ。で、どうなる
の？』などがある。グロービス経営大学院MBA。 
 
（３）報告1  GIGAスクール時代の学校図書館モデル 
         伊勢市教育委員会社会教育課 子ども読書活性化担当 主幹 宮澤 優子 氏 
子どもたちが個人端末を手にし、学びのためのツールとしてもだいぶ定着してきた学校現場において、学校
図書館の読書センター・学習センター・情報センターのどの機能も、もはやデジタルと切り離せないことは明
確である。今後、学校図書館は何を目指しどう変化（進化）すべきなのか？この3年間の現場での変化から、
これからの学校図書館を見据える。 
 
（４）報告２  三重県「本を読もう！読書活動推進事業」モデル校実践報告  

報告者（代表）三重県立鳥羽高等学校 主査（学校司書） 山下 知里 氏 
 三重県は令和5年度より「本を読もう！読書活動推進事業」を開始した。これは 教育委員会社会教育・文化
財保護課による事業で、学校図書館のリニューアルや読書に関するイベントなどに取り組み、生徒がより行き
たくなる図書館づくりを推進することを目的としている。初年度は 県立学校７校がモデル校として各校図書館
の計画を策定し、図書館リニューアルとイベントを実施した。モデル校の学校司書をオンラインでつなぎ一年
間の取組を報告する。 
 
（５）報告３  公共図書館とマンガ 

白河市立図書館～りぶらん～ 副主任司書 鹿内 祐樹 氏 
 2011年のリニューアル開館以降、白河市立図書館～りぶらん～ではマンガを一般書と同様に収集しており、
現在は資料全体の約10％を占めています。マンガを主要コレクションとしてとらえた、現在の受け止められ方
とともに、マンガの選書を市民にどう説明しているの？ 汚破損しやすいの？どんなタイトルが10代に人気な
の？などのギモンを当館の取組みの中からときほぐし、学校図書館で使えそうな内容をピックアップしてお伝
えします。 
 
（６）報告4  JLA学校図書館職員状況調査報告 

日本図書館協会学校図書館部会幹事・部会選出理事 高橋 恵美子氏 
 JLA 非正規雇用職員に関する委員会は、昨年、自治体向けの「学校図書館職員雇用状況調査」と個人向けの
「学校図書館職員に関する実態調査」（Web 調査）を実施した。この調査により、2023 年時点の学校図書館
職員の状況が明らかになった。調査結果の報告とともに、現在の学校図書館が抱える課題が明らかになればと
考える。 
 
 

（７）研究討議
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５．参加お申込み・参加形態と参加費のご案内（払込用紙記入の注意） 
○今年度は、会場参加とWeb参加の2つの参加方法を併用して開催します。「参加申込フォーム」からどちらかを
選択して、お申し込み下さい。 
○Web 参加は、同時刻にご視聴頂くことを基本とします。開催1 週間前までに『接続手続き案内メール』を送付し
ます。期間を過ぎてもメールがない場合は、部会メールアドレス宛にお問い合わせください。 
○ゆうちょ銀行の下記口座に、以下の表を参照して該当する金額を払い込んで下さい。「振替払込請求票兼受領証」を
大会当日にご持参下さい。「領収書」は大会当日にお渡しいたします。 
 
  ゆうちょ銀行振替口座  口座番号 00960-9-276261 
              加入者名 夏季研究集会事務局 

※払込取扱票通信欄の該当する記号に○印をつけて、該当金額を振り込んで下さい。 
例…日本図書館協会［非会員］で会場参加の場合、Bに○印をつけ、2,500円を振り込んで下さい。 
（郵便局の払込用紙をご使用の場合は、「参加形式」と「記号」をご記入下さい） 

※ご記入頂いた住所が、報告集送付先となります。自宅か所属かが分かるように記入し、所属の場合は（報告集がお
手元に届くように）その名称・部署等もご記入下さい。* 報告集は年末頃の発行予定です。 

参加申込フォーム受付開始……2024年5月7日（火）12:00より 

申込（振込）締切日……………2024年7月16日（火）24:00 
 会計上のお問合せは、大会会計にお願いいたします。 
参加申込フォームへは、学校図書館部会ホームページまたは上のQRコードからアクセスして下さい。 
 

 

 
 
○ 宿泊について……宿泊先の斡旋はいたしません。 
○ 食事について……昼食持参の方は、会場あるいは 
ロビーをご利用下さい。なお、申し訳ありませんが 
ゴミはお持ち帰り下さい。 

○ 会場へのアクセス  
茅場町駅から（地下鉄東西線，日比谷線） 
地下鉄[１][３]出入口へ。亀島川を越え， 
徒歩約４～５分。 

  東京駅から（JR） 
八重洲口中央口（南口）より都営バス１０番 
のりばから東１６系統「深川車庫前」行， 
「東京ビッグサイト」行，「住友ツインビル前」 
行，「有明一丁目」行，「豊洲駅前」行利用， 
[新川]停留所で下車徒歩約２～３分。 
徒歩の場合は、八重洲通りを中央大橋方面へ 
約1.3km。約２０分。 

参 加 形 式 振 込 金 額 記 号 

会場参加  会 員 2,000円（報告集代・送料含む） A 
非会員 2,500円（報告集代・送料含む） B 

Web参加（同時視聴が基本） 2,000円（報告集代・送料含む） C 
学 生 (1.会場or2.Webを明記) 1,000円（報告集代含まず） D1 or D2 
報告集のみ購入希望（送料含む）  1,000円 E 

大会会計 松本 美智子   michikoandy@msn.com 
  

 

参加申込フォームQRコード 


